
町内でバイク・自動車による交通事故が多発しています。 ルールを守り安全運転に心がけてください。

広 　 報　 い 　 な　 が 　わ＜３＞ 平成１4年( 2 0 0 2年)３月１５日 ＜２＞

小さく生まれたけどお兄ち

ゃんよりいっぱいごはんを食

べとっても元気、お兄ちゃん

には負けないよ！

父　和福・母　香織さん

横山
よこやま

遥風
はるか

ちゃん
1歳6カ月（若葉）

橋本
はしもと

澪
れい

くん
1歳6カ月（松尾台）

年の離れたお兄ちゃん、お

姉ちゃんにかわいがられてや

んちゃに育ってます。思いや

りのある子に育ってほしいな。

父　正登・母　久美子さん

�　
地
域
巡
回
療
育
相
談
の
実
施

児
童
の
言
葉
や
発
達
の
遅
れ
、
つ

ま
ず
き
、
ま
た
は
運
動
麻
痺
な
ど
の

身
体
の
障
害
に
つ
い
て
、
専
門
の
療

育
ス
タ
ッ
フ
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

▽
と
き
　
３
月
26
日
（
火
）
午
前

10
時
〜
午
後
３
時

▽
と
こ
ろ
　
保
健
セ
ン
タ
ー

▽
申
込
期
限
　
３
月
19
日

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
、
社
会

福
祉
法
人
「
い
た
み
杉
の
子
ゆ
う
ゆ

う
」
内
、
地
域
療
育
支
援
事
業
（
�

77
・
７
４
８
６
）
へ
。

広
報
い
な
が
わ
お
よ
び
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
な
ど
で
（
仮
称
）
北
部
公
園
の

名
称
を
募
集
し
た
と
こ
ろ
、
65
件
の

応
募
が
あ
り
ま
し
た
。
選
考
の
結
果
、

「
大
島
で
あ
い
公
園
」
と
決
ま
り
ま
し

た
。
こ
の
名
称
は
、
公
園
が
大
島
小

学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
北
側
に
あ
り
、

隣
接
し
て
い
る
猪
名
川
本
流
と
柏
原

�　
第
３
回
猪
名
川
書
法
展

▽
と
き
　
３
月
22
日
（
金
）
〜
同
24

日
（
日
）
午
前
10
時
〜
午
後
６
時

（
最
終
日
は
午
後
５
時
ま
で
）

▽
と
こ
ろ
　
日
生
住
民
セ
ン
タ
ー

▽
展
示
作
品
　
一
般
の
部
50
点
・
小

中
学
生
の
部
１
０
０
点

▽
入
場
料
　
無
料

問
い
合
わ
せ
は
、
猪
名
川
書
法
会
難

波
宅
（
�
66
・
１
５
７
５
）
へ
。

�　
第
26
回
猪
名
川
町
民
ゴ
ル
フ
大
会

▽
と
き
　
４
月
18
日
（
木
）

▽
と
こ
ろ
　
関
西
軽
井
沢
ゴ
ル
フ
ク

ラ
ブ

東
・
西
コ
ー
ス
）

▽
参
加
費
　
１
万
３
０
０
０
円
（
プ

レ
ー
代
、
賞
品
代
等
含
む
）

▽
参
加
資
格
　
猪
名
川
町
在
住
、
在

勤
者
。
（
一
人
で
も
参
加
可
）

▽
競
技
方
法
　
ダ　
ブ　
ル　
ペ　
リ　
ア　
方　
式　

▽
募
集
人
数
　
１
０
０
人
（
先
着
順
）

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
、
関
西
軽

井
沢
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
（
�
69
・
０
２
０

１
）
へ
。

�　
社
会
体
育
施
設
抽
選
日
変
更
の
お

知
ら
せ

平
成
14
年
５
月
分
の
社
会
体
育
施

設
（
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
を
除
く
）
の

土
・
日
・
祝
日
分
の
抽
選
は
、
４
月

２
日
（
火
）
で
す
。

問
い
合
わ
せ
は
、
勤
労
者
体
育
館

（
�
68
・
２
２
７
７
）
へ
。

�　
平
成
14
年
度
ご
み
収
集
カ
レ
ン
ダ
ー

４
月
か
ら
の
「
ご
み
収
集
カ
レ
ン

ダ
ー
」
に
つ
い
て
は
、
各
自
治
会
の

衛
生
委
員
さ
ん
の
ご
協
力
を
い
た
だ

き
、
今
月
中
に
配
布
を
予
定
し
て
い

ま
す
が
、
自
治
会
に
加
入
し
て
い
な

い
な
ど
の
理
由
で
、
配
布
を
受
け
ら

れ
な
い
場
合
は
、
お
手
数
で
す
が
、

住
民
課
、
日
生
・
六
瀬
住
民
セ
ン
タ

ー
の
窓
口
で
お
受
け
取
り
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
は
、
ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
（
�
68
・
０
８
１
８
）
へ
。

こ
ど
も
た
ち
に
も
環
境
へ
の
関
心
を

高
め
て
も
ら
う
た
め
、
分
か
り
や
す
い

内
容
の
参
加
型
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

ま
た
、
阪
神
北
・
ま
ち
づ
く
り
国
際

フ
ォ
ー
ラ
ム
２
０
０
２
・
プ
レ
イ
ベ
ン

ト
も
併
せ
て
開
催
し
ま
す
。

▽
入
場
料
　
無
料

▽
内
容
　
第
１
部
＝
オ
ー
プ
ニ
ン
グ

イ
ベ
ン
ト
「
劇
団
す
ぎ
の
こ
」
に
よ
る

環
境
教
育
劇
『
と
べ
！
ド
ー
ド
ー
』

※
地
球
温
暖
化
を
テ
ー
マ
に
し
た
人
形

劇第
２
部
＝
①
阪
神
北
・
ま
ち
づ
く
り
国

際
フ
ォ
ー
ラ
ム
２
０
０
２
プ
レ
イ
ベ
ン

ト
基
調
講
演
＝
「
ま
ち
の
環
境
保
護
プ

ロ
グ
ラ
ム
で
の
地
域
と
の
関
わ
り
合
い

事
例
」
講
師
＝
マ
ー
テ
ィ

ン
・
ウ
ェ
ス
ト
ブ
ル
ッ
ク
さ

ん
（
バ
ラ
ラ
ッ
ト
大
学
理
工

学
部
教
授
）
②
フ
ォ
ー
ラ

ム
＝
「
自
然
環
境
の
保
全
と

環
境
教
育
」、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
＝
一
ノ
瀬
友
博
さ
ん
（
姫

路
工
業
大
学
自
然
環
境
科
学

研
究
所
講
師
）

パ
ネ
リ
ス

ト
＝
環
境
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

参
加
者
代
表

第
３
部
＝
ガ
ラ
ク
タ
楽
器
コ

ン
サ
ー
ト
「
音
楽
劇
団
て
ん

て
こ
」
に
よ
る
ガ
ラ
ク
タ
楽
器
を
使
っ

た
演
奏
と
、
ガ
ラ
ク
タ
楽
器
作
成
教
室

で
作
っ
た
楽
器
を
使
っ
て
の
演
奏
会

な
お
、
第
３
部
で
演
奏
す
る
「
ガ
ラ

ク
タ
楽
器
作
成
教
室
」
を
、
午
後
２
時

か
ら
同
４
時
ま
で
会
議
室
で
開
催
し
ま

す
。
い
ら
な
く
な
っ
た
空
き
缶
、
ペ
ッ

ト
ボ
ト
ル
や
ス
ト
ロ
ー
を
持
っ
て
参
加

し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
は
、
住
民
課
（
�
66
・

８
７
０
０
）
へ
。

国
民
年
金
に
加
入
し
て
い
る
学
生

の
み
な
さ
ん
が
卒
業
し
、
就
職
す
る

と
厚
生
年
金
や
共
済
組
合
に
加
入
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

加
入
制
度
の
変
更
を
勤
め
先
が
行

い
ま
す
の
で
、
既
に
交
付
さ
れ
た
年

金
手
帳
を
必
ず
就
職
先
に
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

就
職
や
転
職
な
ど
で
加
入
す
る
制

度
が
変
わ
っ
て
も
、
年
金
手
帳
に
記

載
さ
れ
て
い
る
基
礎
年
金
番
号
は
生

涯
変
わ
り
ま
せ
ん
。

卒
業
後
、
自
営
業
、
家
事
手
伝
い

な
ど
を
さ
れ
る
人
は
、
引
き
続
き
国

民
年
金
第
１
号
被
保
険
者
で
す
の
で
、

手
続
き
を
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

昨
年
７
月
か
ら
、
行
わ
れ
て
い
ま

し
た
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
排
出
抑
制
工

事
が
３
月
下
旬
に
完
成
し
ま
す
。

こ
の
工
事
は
、
近
年
の
ご
み
焼
却

施
設
か
ら
の
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
の
環

境
汚
染
が
大
き
な
社
会
問
題
と
な
る

な
か
、
今
年
12
月
か
ら
国
の
排
出
基
準

が
強
化
さ
れ
た
り
、
焼
却
後
の
灰
に
つ

い
て
は
焼
却
灰
と
集
じ
ん
灰
に
分
離
し

排
出
す
る
こ
と
が
義
務
化
さ
れ
る
こ
と

か
ら
整
備
し
た
も
の
で
す
。
更
に
、
県

が
独
自
に
定
め
た
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
も

対
応
し
、
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
の
排
出
抑

制
と
最
終
埋
め
立
て
と
な
る
焼
却
灰
な

ど
の
適
正
な
処
分
が
で
き
ま
す
。

●
主
な
施
設
整
備

①
排
ガ
ス
高
度
処
理
施
設

ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
な
ど
の
有
害
物
質

を
電
気
集
じ
ん
機
で
除
去
し
て
い
ま
し

た
が
、
バ
グ
フ
ィ
ル
タ
に
変
更
し
ま
し

た
。
バ
グ
フ
ィ
ル
タ
と
は
、
ガ
ラ
ス
繊

維
を
使
っ
た
袋
状
の
も
の
で
家
庭
用
電

気
掃
除
機
と
同
じ
よ
う
な
原
理
で
ダ
イ

オ
キ
シ
ン
類
な
ど
の
有
害
物
質
を
集
じ

ん
す
る
設
備
で
す
。
ま
た
、
こ
の
バ
グ

フ
ィ
ル
タ
は
繊
維
を
使
っ
て
い
ま
す
の

で
、
高
温
ガ
ス
で
繊
維
が
溶
け
な
い
よ

う
。
ま
た
、
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
が
再
合

成
し
に
く
い
約
２
０
０
度
以
下
で
バ
グ

フ
ィ
ル
タ
を
通
過
さ
せ
集
じ
ん
す
る
よ

う
、
ガ
ス
減
温
器
を
新
た
に
設
置
し
ま

し
た
。

②
灰
固
形
化
施
設

今
ま
で
、
焼
却
し
た
後
の
灰
は
そ
の

ま
ま
大
阪
湾
広
域
処
理
場
に
埋
め
立
て

て
い
ま
し
た
が
、
今
回
の
施
設
整
備
に

よ
り
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
が
含
ま
れ
て
い

る
集
じ
ん
灰
は
薬
品
を
使
っ
て
ダ
イ
オ

キ
シ
ン
類
な
ど
の
有
害
物
質
が
溶
け
な

い
よ
う
固
形
化
し
、
大
阪
湾
広
域
処
理

場
に
埋
め
立
て
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
工
事
完
成
後
は
、
ダ
イ
オ

キ
シ
ン
類
削
減
対
策
に
は
格
段
の
向
上

が
図
ら
れ
ま
す
が
、
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ

い
な
が
わ
環
境
フ
ェ
ア
を
開
催

川
、
西
山
川
が
で
あ
い
、
ま
た
、
訪

れ
る
人
と
大
島
地
域
の
人
の
輪
が
育

ま
れ
る
公
園
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
も
の

で
す
。
こ
の
公
園
が
、
新
し
い
名
称

と
と
も
に
皆
さ
ん
か
ら
親
し
ま
れ
る

こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は
、
都
市
計
画
課

（
�
66
・
８
７
０
４
）
へ
。

教室名 水 泳

と　き

講　師

場　所

定　員

持ち物
水着・水泳帽・
ゴーグル・タオル

4月10日～
5月29日

の毎週水曜日
（全８回）

午前10時30分～
正午

廣田淑子さん

1 5人

いずれも、1 , 0 0 0円（保険代含む）

ゆうあい“いきいき”教室（高齢者）

水中エクササイズ

水着・水泳帽・タオル

室内プール

4月18日～
6月6日

の毎週木曜日
（全８回）

午前11時～
正午

立田佳子さん

費　用

ゆ
う
あ
い
セ
ン
タ
ー
で
は
町
在
住
の

60
歳
以
上
の
人
を
対
象
に
次
の
と
お
り

教
室
を
開
催
し
ま
す
。
参
加
希
望
者
は

３
月
23
日
ま
で
に
電
話
で
申
込
み
く
だ

さ
い
。
申
込
み
者
多
数
の
場
合
は
抽
選　

を
行
い
、
結
果
は
全
員
に
連
絡
し
ま
す
。

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
、
ゆ
う
あ

い
セ
ン
タ
ー
（
�
66
・
１
２
０
０
）
へ
。

参加者は事前に健康に異常のないことを確認の上、本

人の責任で参加してください。

4月12日～
6月7日

の毎週金曜日
（全８回）

午後１時～
同２時

卒
業
後
、
就
職
を
し
な
い
で
、
親

元
へ
帰
る
な
ど
住
所
を
変
わ
る
場
合

は
、
新
し
い
住
所
地
の
国
民
年
金
係

に
も
住
所
変
更
の
手
続
き
を
し
て
く

だ
さ
い
。

せ
っ
か
く
加
入
手
続
き
を
し
て
も
、

保
険
料
の
納
め
忘
れ
が
あ
っ
た
た
め

に
、
受
け
取
る
年
金
額
が
少
な
く
な

っ
た
り
、
万
一
事
故
な
ど
に
あ
っ
て

障
害
が
残
っ
た
と
き
に
年
金
が
支
給

さ
れ
な
く
な
っ
て
は
大
変
で
す
。

国
民
年
金
の
保
険
料
は
国
に
直
接

納
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

今
ま
で
町
が
郵
送
し
て
い
た
「
国

民
年
金
保
険
料
納
付
書
」
は
４
月
か

ら
国
（
社
会
保
険
庁
）
か
ら
直
接
送

ら
れ
ま
す
。

平
成
13
年
４
月
分
か
ら
平
成
14
年

年
３
月
分
ま
で
の
保
険
料
は
お
手
元

の
納
付
書
（
町
発
送
分
）
で
本
年
４

月
末
日
ま
で
に
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
本
年
５
月
以
降
に
納
付
さ

れ
た
場
合
は
町
で
は
収
納
で
き
ま
せ

ん
の
で
、
お
返
し
す
る
こ
と
に
な
り
、

改
め
て
尼
崎
社
会
保
険
事
務
所
で
作

成
さ
れ
た
納
付
書
で
納
付
し
て
い
た

だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

平
成
14
年
３
月
分
ま
で
の
保
険
料

は
猪
名
川
町
が
引
き
落
と
し
ま
す
が
、

平
成
14
年
４
月
分
以
降
の
保
険
料
は
、

各
月
の
翌
月
末
に
国
（
尼
崎
社
会
保

険
事
務
所
）
が
引
き
落
と
し
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

国
民
年
金
の
保
険
料
は
納
め
て
い

た
だ
く
こ
と
が
原
則
で
す
が
、
ど
う

し
て
も
納
付
が
困
難
な
人
を
対
象
に

保
険
料
の
免
除
制
度
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
全
額
免
除
制
度
に
加
え

て
４
月
か
ら
半
額
免
除
制
度
が
設
け

ら
れ
ま
し
た
。

保
険
料
の
半
額
免
除
お
よ
び
全
額

免
除
の
承
認
を
受
け
る
に
は
、
天
災

な
ど
の
ケ
ー
ス
を
除
き
、
原
則
と
し

て
被
保
険
者
本
人
、
配
偶
者
、
被
保

険
者
の
属
す
る
世
帯
の
世
帯
主
す
べ

て
の
所
得
が
、
免
除
基
準
の
要
件
を

満
た
し
て
い
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

こ
れ
ま
で
、
前
年
度
に
免
除
の
承

認
を
受
け
て
い
た
人
に
は
翌
年
度
の

申
請
案
内
を
行
っ
て
い
ま
し
た
が
、

国
の
指
導
に
よ
り
平
成
14
年
度
か
ら

は
案
内
は
し
ま
せ
ん
の
で
申
請
を
希

望
さ
れ
る
方
は
町
保
険
課
へ
申
請
し

て
く
だ
さ
い
。

学
生
納
付
特
例
の
承
認
を
受
け
て

お
ら
れ
る
方
も
毎
年
申
請
が
必
要
で

す
。半

額
免
除

前
年
の
所
得
が
、
そ
の
者
の
扶
養

親
族
な
ど
の
有
無
お
よ
び
数
に
応
じ

て
、
政
令
で
定
め
る
額
以
下
で
あ
る

場
合
表
１
）

※
半
額
免
除
が
承
認
さ
れ
た
ら
月
額

保
険
料
は
６
６
５
０
円
と
な
り
ま
す
。

全
額
免
除

前
年
の
所
得
が
、
そ
の
者
の
扶
養

親
族
等
の
有
無
及
び
数
に
応
じ
て
、

政
令
で
定
め
る
の
額
以
下
の
場
合

（
表
２
）

ま
た
、
給
付
額
と
免
除
の
関
係
に

つ
い
て
（
表
３
）

大
学
な
ど
の
学
生
で
、
学
生
本
人

の
所
得
が
一
定
以
下
の
場
合
は
、
申

請
し
承
認
を
受
け
る
と
保
険
料
の
納

付
が
猶
予
さ
れ
ま
す
。

こ
れ
ま
で
、
大
学
（
大
学
院
）
、
短

大
、
高
等
専
門
学
校
、
専
修
学
校
お

よ
び
各
種
学
校
そ
の
他
教
育
施
設
の

一
部
に
在
学
す
る
学
生
等
（
そ
れ
ぞ

れ
夜
間
、
通
信
教
育
課
程
を
除
く
）

と
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
４
月
か
ら

は
、
夜
間
、
定
時
制
、
通
信
制
の
学

生
も
学
生
納
付
特
例
の
対
象
と
な
り

ま
す
。

●
猶
予
基
準
は

扶
養
親
族
の
い
な
い
学
生
の
場
合

は
、
給
与
収
入
で
１
３
３
万
円
以
下

の
場
合

●
承
認
さ
れ
た
ら

学
生
納
付
特
例
期
間
中
の
障
害
や

死
亡
と
い
っ
た
不
慮
の
事
態
に
は
、

満
額
の
障
害
基
礎
年
金
ま
た
は
遺
族

基
礎
年
金
が
保
障
さ
れ
ま
す
。

※
前
年
度
に
学
生
納
付
特
例
の
承
認

を
受
け
て
お
ら
れ
る
方
も
毎
年
申
請

が
必
要
で
す
。

※
申
請
免
除
お
よ
び
学
生
納
付
特
例

の
承
認
を
受
け
た
期
間
の
保
険
料
を

10
年
以
内
に
納
め
る
こ
と
に
よ
っ
て

●
自
営
業
や
フ
リ
ー
タ
ー
な
ど

４
月
か
ら
国
民
年
金
保
険
料
の

納
付
方
法
が
変
わ
り
ま
す
。

●
住
所
の
変
わ
る
人
は

●
口
座
振
替
で
納
め
て
い
る
人

国
民
年
金
の
保
険
料
半
額
免
除
制
度

が
設
け
ら
れ
ま
し
た

●
免
除
の
基
準
は
次
の
と
お
り
で
す

日
本
国
内
に
住
所
が
あ
る
20
歳
以

上
60
歳
未
満
の
人
は
、
国
民
年
金

（
基
礎
年
金
）
、
厚
生
年
金
、
共
済
年

金
の
い
ず
れ
か
に
加
入
し
て
い
な
け

ら
ば
な
り
ま
せ
ん
。
国
民
年
金
等
の

手
続
き
を
忘
れ
ず
に
済
ま
せ
て
く
だ

さ
い
。

学
生
納
付
特
例
制
度
の
学
生
の
範
囲

が
拡
大
さ
れ
ま
し
た

●
就
職
し
、
会
社
員
や
公
務
員

に
な
る
人

広報いながわおよびホームページなどで新設橋の名称

を募集したところ、5 4件の応募がありました。選考の結

果「楊津橋（やないづばし）」に決まりました。

木津地区は昔から「やないづ」と呼ばれており、橋梁

名に付けるこ

とにより地名

を残すことが

できることか

ら選考された

ものです。

問い合わせ

は 、 建 設 課

（�6 6－8 7 0 5）

へ。

町道木津槻並線新設橋梁名は
「楊津橋（やないづばし）」に決定！

ダイオキシン類は、ものが燃焼する

過程などで発生するもので、今回の改

修工事によって、ダイオキシン類の発

生がゼロになるわけではありません、

国や県の定めた排出基準を常時５n g-Ｔ

ＥＱ／m３N以下に抑制するもので、更

に、発生を抑制するには燃やすごみの

量を減らすことが効果的です。

このため住民の皆さん一人ひとりが、

ダイオキシン問題に関心をもって、も

のを大切に長く使い、また、使い捨て

製品を使わないよう心がけ、ごみを減

らし、再利用やごみの分別・リサイク

ルに協力していただくことがとても重

要です。

平成 1 4年

12月から

１０．０

クリーンセン

ターの整備工

事後の規制値

５．０

法規制値

クリーンセンターの排ガス中の
ダイオキシン濃度と法規制値

（単位：ng-TEQ/m３N）

ー
で
は
今
ま
で
以
上
に
温
度
管
理
な

ど
を
慎
重
に
し
て
常
に
良
好
な
燃
焼

を
確
保
し
、
細
心
の
運
転
管
理
に
努

め
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
な
ど
の
有
害
物

質
の
抑
制
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は
、
ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
（
�
68
・
０
８
１
８
）
へ
。

満
額
の
老
齢
基
礎
年
金
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

国
民
年
金
の
仕
事
に
つ
い
て
、
国

と
地
方
自
治
体
の
関
係
を
見
直
し

（
地
方
分
権
）
、
国
民
年
金
の
仕
事
の

多
く
を
国
が
直
接
行
う
こ
と
と
な
り
、

平
成
14
年
４
月
か
ら
国
民
年
金
業
務

の
多
く
は
尼
崎
社
会
保
険
事
務
所
が

窓
口
と
な
り
ま
す
。

●
尼
崎
社
会
保
険
事
務
所
の
所
在

地
尼
崎
市
東
難
波
町
２
丁
目
17
番
55

号
（
�
06
・
６
４
８
２
・
１
６
３
１

㈹
）４

月
か
ら
役
場
の
窓
口
で
扱
え
な

い
年
金
事
務
や
相
談
に
つ
い
て
、
社

会
保
険
事
務
所
が
遠
方
で
行
け
な
い

人
な
ど
を
対
象
に
、
町
役
場
で
社
会

保
険
労
務
士
に
よ
る
年
金
相
談
を
実

施
し
ま
す
。

４
月
の
日
程
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▽
日
時
　
毎
週
水
曜
日
の
午
前
９

時
か
ら
正
午
ま
で

▽
場
所
　
役
場
１
階
相
談
室

問
い
合
わ
せ
は
、
保
険
課
（
�

66
・
８
７
１
２
）
へ
。

�　
平
成

14
年
度
「
走
る
県
民
教
室
」

参
加
団
体
募
集

兵
庫
県
で
は
、
県
民
の
皆
さ
ん
が
県

下
各
地
の
県
立
施
設
な
ど
を
実
際
に
見

学
し
、
県
政
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め

て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
に
、
４
月
１
日

か
ら
５
月
31
日
ま
で
に
貸
し
切
り
バ
ス

で
県
立
施
設
な
ど
を
２
カ
所
以
上
見
学

す
る
地
域
団
体
（
20
人
以
上
）
な
ど

に
対
し
て
、
バ
ス
の
借
り
上
げ
費
用

の
半
額
（
限
度
額
５
万
円
、
１
泊
２

日
の
場
合
は
10
万
円
）
を
助
成
し
ま

す
。▽

募
集
期
間
　
３
月
11
日
〜
同
26
日

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
、
阪
神

北
県
民
局
企
画
管
理
部
調
整
課
（
�

０
７
９
７
・
83
・
３
１
１
８
）
へ
。

川西市、猪名川町における交

通環境改善対策事業の一環とし

て、路線バス車両に低硫黄軽油

の導入とディーゼル黒煙低減装

置が装着されました。

この事業は国、川西市、猪名

川町からバス事業者に補助金を

交付し、大気環境保全を目指す

ものであり、低硫黄軽油は硫黄

分が従来の軽油の1 0分の１で、

排出ガス中のP M（粒子状物質）

が一般車両では約1 0％、ディー

ゼル黒煙低減装置装着車両では

約60％が削減できます。

問い合わせは、企画推進室

（�66－8711）へ。

半額免除（表１）

（表２） 全額免除

（表３） 給付額と免除の関係

４
月
か
ら
年
金
相
談
を
実
施

ダイオキシン類を減らすためには、皆さんのご協力が必要です

68万円＋（扶養親族等がある場合それぞれの扶養控除額の計）＋（その他控除

額の計）

（例）夫婦・子供２人（子の一人は16歳以上23歳未満）で、妻の所得なし、社

会保険料支払額50万円のモデル世帯の場合

68万円＋38万円×2（妻、子供１人）＋63万円（20歳の子供）＋社会保険料控除

額50万円＋配偶者特別控除額33万円＝290万円（給与収入で430万円程度）

▽ その他の控除額の種類

障害者（特別障害者）控除額・老年者控除額・寡婦（寡夫）控除額・勤労学

生控除額雑損控除額・医療費控除額・社会保険料控除額・小規模企業共済掛

金控除額・配偶者特別控除額

※ 扶養控除額及びその他控除額は所得税法に定める額を適用する。ただし、

配偶者特別控除額のみ地方税法に定める額を適用

35万円×（本人＋扶養親族等の数）＋24万円（扶養親族等がある場合のみ加算）

（例）夫婦・子供2人の場合

35万円×4＋24万円＝164万円以下（給与収入で260万4千円未満）

＜半額免除＞

保険料を納めた期間の3分の2で計算されます。

（計算例）20年間納付、半額免除期間20年間の場合

｛（804，200円×（240月＋240月×2/3）｝÷480月＝670，200円

＜全額免除＞

保険料を納めた期間の3分の1で計算されます。

（計算例）20年間納付、全額免除期間20年間の場合

｛（804，200円×（240月＋240月×1/3））÷480月＝536，200円

（
仮
称
）
北
部
公
園
の
名
前
が

「
大
島
で
あ
い
公
園
」
に
決
定

と
き
　
３
月
29
日
（
金
）
午
後
１
時
〜
同
５
時

と
こ
ろ
　
文
化
体
育
館
小
ホ
ー
ル
及
び
会
議
室

役役 場場 のの 仕仕 事事 はは ？？

【 2 4 】 公 民 館 の 紹 介

公民館では、次のような仕事をし

ています。

今日、高齢者社会が進行し、自由

時間が増大する中、余暇を有意義に

すごすことと、生涯学習への関心は、

急速に高まっています。また、「こ

ころの豊かさ」や「生き甲斐」を求

める人々のニーズは極めて活発化・

高度化・多様化しています。地域住

民にとって身近で利用しやすい自ら

の学習活動の拠点施設として公民館

は、社会教育・生涯学習の推進に大

きな役割を果たす場でもあります。

そこで、公民館では、様々な事業

を行っています。

公民館講座は、教養講座･趣味講

座・子どもを対象とした講座などを

広報で募集して開催しています。な

かでも、「ミニコミ紙作り教室」・

「植木の剪定教室」・「木版画教室」

は、人気の講座です。

また、専門的な科目を系統的に学

習していただくための生涯学習講座

として「生涯学習カレッジ“リバグ

レス猪名川”」を開講しています。

リグレス猪名川は、A・B・Cの3コ

ースがあります。Aコース I T講習

（パソコンの使い方の学習）・Bコー

ス法律（知っておきたい身近な法

律）・Cコース国際学(アジア太平洋

世界の構図)です。特にB・Cコース

の講師は、弁護士や大学の先生方で

構成され中身も充実した学習内容に

なっています。

なお、平成1 4年度からは、新しい

コースが始まります。サークルやグ

ループの学習活動を支援するため

に、貸館(有料)も行っています。公

民館を拠点に活動されている登録グ

ループは、現在６５団体あり、その

団体で構成されている「公民館登録

グループ連絡協議会」では、初めて

グループの発表の場として「公民館

フェスタ」が開催されました。

自らの学習意欲を高めるために、

「出会い・ふれあい・学びあい」の

公民館に一度訪ねてみてください。

問い合わせは、公民館（�6 6－

8432）へ。

４月１日より通行可能

兵庫県の

ガイドラ

イン

５．０

▲最終調整（試運転）中のバグフィルタ

ク

リ

ー

ン

セ

ン

タ

ー

バ
グ
フ
ィ
ル
タ
（
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
排
出
抑
制
工
事
）
が
完
成

�
ガ
ラ
ク
タ
楽
器
コ
ン
サ
ー
ト

「
音
楽
劇
団
て
ん
て
こ
」

平 成 1 4 年 4 月 か ら

年 金 業 務 の 多 く は
社 会 保 険 事 務 所 で ！

�　
猪
名
川
保
育
園
嘱
託
職
員
募
集

▽
募
集
人
数
　
若
干
名

▽
資
格
　
保
育
士
・
幼
稚
園
教
諭

▽
勤
務
時
間
　
午
前
８
時
45
分
〜
午

後
５
時
30
分

▽
賃
金
　
月
額
16
万
７
２
０
０
円

申
込
み
は
、
総
務
課
、
日
生
・
六
瀬

住
民
セ
ン
タ
ー
お
よ
び
保
育
園
に
備
え

付
け
の
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
し

（
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
取
り
込
み
も
可

能
）
３
月
19
日
ま
で
に
同
園
（
�
66
・

０
２
９
２
）
へ
。


